
イギリス船籍の豪華客船「ダイヤモンド・プリンセス」（１１万６千㌧）右とオランダ船籍の「フォーレンダム」（６万
１２１４㌧）が４月１５日、横浜市中区の大さん橋国際客船ターミナルにそろい踏み。横浜港の春を２隻の客船が彩った。
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イ
デ
ア
を
発
表
し
た
。

　

二
十
代
の
一
人
暮
ら
し
の
と
き
、
住

居
へ
の
こ
だ
わ
り
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ

た
。「
と
に
か
く
寝
ら
れ
れ
ば
良
い
」

が
第
一
。
そ
れ
に
風
呂
と
ト
イ
レ
が
あ

れ
ば
全
く
問
題
な
い
と
い
う
感
じ
だ
っ

た
。「
寝
場
所
」
と
い
う
言
葉
が
ぴ
っ

た
り
だ
。

　

そ
れ
か
ら
見
る
と
、
今
回
完
成
し
た

ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン
は
、
宣
伝
文

句
通
り
の
「
理
想
の
部
屋
」。
女
子
学

生
の
意
見
を
取
り
入
れ
、
室
内
の
鏡
を

増
や
し
た
り
、
通
常
の
ワ
ン
ル
ー
ム
マ

ン
シ
ョ
ン
よ
り
浴
槽
を
広
く
し
た
り
し

て
い
る
。
ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン
に

は
珍
し
い
カ
ウ
ン
タ
ー
キ
ッ
チ
ン
の
部

屋
も
あ
っ
た
。

　

見
学
会
で
取
材
し
た
学
生
は
、
笑
顔

が
何
度
も
こ
ぼ
れ
て
い
た
。
た
く
さ
ん

の
鏡
で
出
掛
け
る
前
に
、
身
だ
し
な
み

を
何
度
も
最
後
ま
で
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る

こ
と
や
、
足
を
伸
ば
せ
る
大
き
め
の
浴

槽
で
ゆ
っ
た
り
と
く
つ
ろ
ぎ
な
が
ら
バ

ス
タ
イ
ム
を
楽
し
め
る
こ
と
を
評
価
し

て
い
た
。

　

女
性
の
「
癒
や
し
」
へ
の
こ
だ
わ
り

を
あ
ら
た
め
て
実
感
さ
せ
ら
れ
た
。「
理

想
の
部
屋
」
に
つ
い
て
学
生
が
何
を
追

求
し
て
い
る
か
、
生
の
声
を
集
め
る
こ

と
が
で
き
て
、相
鉄
不
動
産
に
と
っ
て
、

時
間
を
掛
け
て
連
携
し
た
効
果
は
大
き

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
側
に
も
意
義

が
あ
っ
た
と
思
う
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

関
わ
っ
た
文
学
部
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
学
科
・
諸
橋
泰
樹
教
授
は
こ
う
強
調

す
る
。「
一
つ
の
実
践
的
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
、
半
年
分
以
上
の
授
業
に
匹
敵

す
る
実
力
を
学
生
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と

を
可
能
に
す
る
」。
学
生
に
と
っ
て
ま

さ
に
「
理
想
の
授
業
」
に
な
っ
た
と
確

信
し
て
い
る
。

（
神
奈
川
新
聞
社
経
済
部
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
曽
根
　
剛
）

　

不
動
産
と
地
元
大
学
に
よ
る
興
味
深

い
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
な
っ
た
。

　

産
学
連
携
の
新
た
な
試
み
に
よ
る
女

性
専
用
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
「
Ｋ
Ｎ
Ｏ
Ｃ

Ｋ
Ｓ
南
万
騎
が
原
」
が
、
相
鉄
い
ず
み

野
線
南
万
騎
が
原
駅
の
近
く
に
建
て
ら

れ
、
３
月
か
ら
入
居
を
開
始
し
た
。

　

相
鉄
不
動
産
（
横
浜
市
西
区
）
が
沿

線
の
緑
園
都
市
駅
に
キ
ャ
ン
パ
ス
の
あ

る
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
の
協
力
を
得

て
、
２
年
掛
か
り
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

実
施
。
ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン
の
設

計
や
入
居
者
募
集
に
関
す
る
広
報
宣
伝

活
動
に
女
子
学
生
の
ア
イ
デ
ア
を
活
用

し
た
。

　

第
１
段
と
し
て
、
学
生
が
事
業
者
や

デ
ザ
イ
ナ
ー
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、

室
内
レ
イ
ア
ウ
ト
の
設
計
プ
ラ
ン
を
提

案
。
第
２
段
で
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
現

地
見
学
や
在
校
生
対
象
の
ア
ン
ケ
ー
ト

な
ど
を
行
い
、
そ
の
検
証
に
基
づ
い
た

マ
ン
シ
ョ
ン
に
関
す
る
広
報
宣
伝
の
ア

コ
ラ
ボ
で「
理
想
の
授
業
」に

視
描点
点

− 　 −3



　

１
９
３
１
（
昭
和
６
）
年
、
全
日
本

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
協
会
の《
号
外
戦
線
》

に
新
聞
各
社
が
広
告
し
た
。

「
小
樽
新
聞
」
北
日
本
の
代
表
紙
、
記

事
充
実
・
迅
速
・
正
確
。
広
告
効
果
冠

絶
。

「
山
形
新
聞
」
本
県
は
東
北
一
の
富
裕

県
、
為
に
広
告
力
ま
た
絶
大
。

「
新
潟
新
聞
」
北
陸
新
聞
界
の
最
高
権

威
、
広
告
効
果
絶
大
な
り
。

「
福
島
民
報
」
東
北
六
県
の
文
化
、
交

通
経
済
の
中
心
に
あ
り
、
広
告
効
果
絶

大
な
る
最
高
の
権
威
紙
。

「
松
陽
新
報
」
北
日
本
で
は
松
陽
新
報
、

広
告
効
果
絶
大
無
比
。

「
東
京
日
日
」
最
大
の
発
行
部
数
。
絶

大
の
広
告
効
果
。
案
内
広
告
日
本
一
。

本
紙
利
用
は
商
戦
の
勝
利
。

「
時
事
新
報
」
日
本
一
。

「
読
売
新
聞
」
世
界
の
通
信
網
を
一
手

に
握
る
、
日

本
一
の
特
色

あ
る
新
聞
。

「
横
浜
貿
易
」

社
会
的
信
用

あ
る
新
聞
、

資
本
を
提
供

し
て
広
告
宣

伝
の
役
を
勤

む
。

「
富
山
日
報
」

紙
齢
約
一
万

七
千
、
今
や

裏
日
本
の
代

表
紙
な
り
。

最
新
の
設
備

を
備
へ
年
中
無
休
刊
に
し
て
、
各
階
級

に
行
渡
れ
り
。
さ
れ
ば
広
告
も
効
果
的

な
り
。

「
都
新
聞
」　

住
め
ば
都
、
読
め
ば
都
。

「
朝
日
新
聞
」
国
旗
は
日
の
丸
、
新
聞

は
朝
日
。

「
大
阪
毎
日
」
最
大
の
発
行
部
数
、
絶

大
の
広
告
効
果
。

「
徳
島
毎
日
」

紙
面
は
新
鮮

に
し
て
気
品

を
備
へ
常
に

緊
張
し
内
容

は
充
実
す
。

印
刷
の
鮮
明

な
る
こ
と
は

地
方
新
聞
界

に
類
例
な

し
、
従
っ
て

広
告
効
果
は

絶
大
無
比
。

「
九
州
朝
日
」

九
州
を
根
拠

と
し
、
海
の

内
外
に
信
用
を
博
し
、
発
行
部
数
地
方

新
聞
界
に
冠
た
り
、
本
紙
に
掲
載
さ
る

る
広
告
は
筑
後
新
聞
、
鹿
児
島
版
、
宮

崎
版
、
大
分
版
、
佐
賀
版
に
も
同
載
す
。

「
鹿
児
島
朝
日
」
民
衆
に
熟
読
さ
る
が

故
に
、
広
告
に
権
威
あ
り
反
響
あ
る
。

　
《
号
外
戦
線
》
と
は
何
か
知
ら
な
い

が
、
各
社
の
コ
ピ
ー
は
一
般
の
広
告
主

向
け
み
た
い
。
広
告
を
増
や
す
に
は
、

媒
体
価
値
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
。
そ

の
た
め
各
社
は
必
死
、
１
例
を
あ
げ
る

と
　
「
我
が
い
ろ
は
新
聞
は
、
桃
栗
三
年

が
四
年
目
に
な
っ
て
、
そ
ろ
そ
ろ
年
頃

で
す
。
お
得
意
様
の
お
引
き
立
て
で
、

め
っ
き
り
と
太
り
、
こ
れ
な
ら
独
り
立

ち
出
来
そ
う
。
あ
ん
よ
は
上
手
と
紙
面

を
一
新
し
て
値
段
の
上
り
目
は
本
社
の

広
告
で
御
披
露
御
披
露
」
と
、
い
ろ
は

新
聞
の
「
紙
幅
拡
張
広
告
」。
紙
面
を

大
き
く
す
る
の
か
、
広
告
料
の
値
上
げ

か
？　

親
が
ネ
コ
、
子
ど
も
が
カ
ッ
パ

と
は
な
ん
だ
ろ
。「
京
文
社
」
と
は
、

い
ろ
は
新
聞
の
発
行
元
ら
し
い
。

（
美
術
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
、茅
ヶ
崎
市
在
住
）

（
図
）「
い
ろ
は
新
聞
」
の
新
聞
広
告
・

１
８
８
３
（
明
治
16
年
）
１
月
発
刊
・

絵
入
朝
野
新
聞
掲
載

新
聞
社
が
広
告
し
た
！！

宮
野
　
力
哉

新
聞
広
告
が
始
ま
っ
た
⑨

広
告

談
珍

− 　 −12


